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１．はじめに
本調査実習の対象地である西谷地区を訪れ、聞き取り調査をしていくうちに、お年寄りが皆活
き活きとしていることに気が付いた。しっかりとした口調で話し、よく笑う。お年寄りで集まり
野菜を作って販売したり、「食彩館山ぼうし」という食事処を経営したりしているという。それ
らが地域活性化活動の一環なのだと知り、どういう活動をしているのか、お年寄りが元気な秘密
はその活動にあるのか興味を惹かれた。菅谷町の地域活性化活動に絞り、以下第２節ではその活
動を概括し、第３節では具体的組織と活動内容について記述する。第４節では実際の行事につい
て述べ、第５節で地域活性化の意義について考察していきたい。
2．地域活幽上活動の概要
菅谷町活'１生化活動までの経緯をについて、「平成１５年度西谷地区活幽と計画書」には以下の
ように書力れている。（－部表記に手を加えている）
西谷地区は我谷ダムと九谷ダム建設に伴う住宅移転により、１４あった集落が、下谷･菅谷・
栢野･我谷の４集落へと大きく様変わりしてきた｡進む過疎化に対し、西谷地区の活性化が課
1０９
題となった。
幸いにも、西谷地区は温泉街と接し豊かな自然環境から、多くの大型旅館の進出により旅
客の集中する地域となっている。また、国道364号の丸岡･山中温泉トンネルの開通により福
井県との行き来も容易になり、地元の農産物や木地工房の多いことから、これらと観光が直
結した活性化が期待できる。
このような背景から、西谷地区の住民活動を推進するため、山中町（現､加賀市）の委託
と石川県の中山間地域対策の「住民参加の夢づくり計画策定支援事業」の指定を受け、活性
化構想の策定を平成12年（2000年）から始めた。平成12年度「住民参加の夢づくり計画策
定支援事業｣活動報告書として､｢わたしたちの住む西谷地区の活性化構想｣も作られている。
平成12年(2Ⅲ年)２月に、第一回活性化推進委員会が開かｵL、同３月には県農業総合研究
センターにて平成11年度「住民参加の夢づくり計画」の発表会に参加、同１０月には福井県
福井市殿下町にて町おこしの視察研修も行われた。
（菅谷町活性化協議会「平成15年度西谷地区活lLt化計画書｣）
こうして西谷地区全体での活|生化の構想が行われたわけだが、菅谷以外は世帯数も少なく具体
的活動は難しいということで、まずは菅谷を中心として平成1５（2003）年に菅谷町活'１生化協議会
が立ち上げられ、「平成15年度西谷地区活i生化計画書」が作成された。
菅谷町活幽上の目的を菅谷町活l1Lt化協議会の会長に訊ねると、次のように書かれた資料を下さ
った。
菅谷地区は、自然が豊かで、木地職人が数多く工房を構え、農林業を行う集落としての性
格も併せ持っている。これは、温泉街（中心市街地）とは趣を異にしており、山中温泉の新
しい魅力として期待されている。
しかしながら、当地区が持つ地域資源（自然環境、工芸職人の集積、農林業生産力）をあ
まり有効に活用していない実状と思われる。その結果高齢化が進展し、地区の活力が低下し
ていると思われる。
このような現状を打開するために、温泉地を身近に持つ地域特性から観光客を積極的に迎
え入れることにより、意識面、経済面などから刺激を与える必要がある。幸いなことに、国
道364号の丸岡･山中温泉トンネルが開通し､当地区が福井県からの来客を迎え入れる玄関口
となった｡これらの観光客に地区内を回遊して環境を見てもらい､褒めてもらうことにより、
地区住民の郷士への愛着心を呼び覚ますことが期待できる。また、農林産物が観光と結びつ
くことにより、生産意欲が高まることも考えられる。さらに、高齢者の働く意欲、ひいては
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生きる活力が増したり、働く場を提供することも可能である。
新しい観光地作りのにぎわいにより、精神的にも経済的にも豊かな地区を築き上げていく
ことを、活幽上事業の目的と考えている。
（菅谷町活'1生化協議会2004年８月２１日）
このような目的のもと地域活|生化活動が行われており、地域活Ｉ生化に関わる組織や事業が存在
している。１k節では、菅谷町における地域活|】生化に関わる組織とその活動内容を見ていく。
3．地域活性化に関わる組織とその活動内容
菅谷町活|幽三化協議会が中心となり、｢平成15年度西谷地区活性化計画書｣に修正を加えつつ、
これに沿って事業や施設整備計画を立て、活動している。その一つに、観光客の立ち寄り拠点施
設(総合案内所兼食事提供施設）「山ぼうし」の整備と、そこでの事業展開がある。ただし、この
拠点施設「山ぼうし」での事業は、地域住民の醐曝と協力による「有限会社みやま」が運営にあ
たっている。「有限会社み$やま」は、「山ぼうし」の事業運営のために設立された組織だ６
図１菅谷町活性化に関わる組織や事業の関係図
西谷地区活性化協議会
菅谷町活性化協議会 みどりグループ
山里生活文化体験館
（空き長屋）
有限会社みやま
また、平成1９（2007）年には新施設として公園「ふれあい広場」も整備された。この公園は、
今後水車小屋を作る計画が進められており、ホタル･メダカ・ドジョウが生息できるピオトープ作
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りなどの構想もなされている。平成2０（2008）年には、空き長屋を利用した「山里生活文化体験
館」を整備し、民芸品の販売などの事業展開をしていく計画が実現に向かっている。
みどりグループは、戦後昭和3５（1960）年頃から存在している農業団体であり、菅谷町活'１生化
協議会と協力関係にある。菅谷町活幽と協議会はみどりグループの農産物販売所の拡大を図り、
みどりグループは｢有限会社みやま｣へ｢山ぼうし｣で必要な分の農産物を安価で提供している。
3.1菅谷町活性化協議会
菅谷町活|､生化協議会は、会長・副会長・事務局・会計（以上全て１名）・幹事(2名）・理事（１０
名ほど)・委員(20名ほど）で構成されている。町内会役員は一年ごとに交代していくが、活性化
の活動は3～5年続けられる役員でなければ活動が進まないだろうということで､町内会と別に組
織されたそうだ６とはいえ、菅谷町の活性化には町内会の協力が不可欠である。そこで、町内会
会長が菅谷町活幽上協議会の副会長を兼ね、町内会の前役・後役両名が菅谷町活'１生化協議会の理
事を兼ねることで、町内が一体となった“町内挙げての活幽上活動”を目指しているという。
その施策についてみると、菅谷地区のキーワード「五感」をもとに長期計画を立て、観光客が
立ち寄る拠点となる施設の整備、地区を回遊してもらうための仕掛けづくり、地区内を楽しんで
もらうための環境づくり、滞在型来訪客を受け入れる拠点となる施設整備を行っている。「五感」
は「平成15年度西谷地区活性化計画書」の中で以下のように述べられていた。
菅谷地区のキーワード「五感」
「見る」
菅谷の豊かな自然（田園風景、動植物、岩肌を覗かせる山々等）を見る。三叉大杉、山中
漆器など地区の伝統歴史文化を見る。
→目線を低くすると見えてくる花や昆虫、稲の形、水の波紋、また地域の伝統歴史文化など
都会では見ることの出来ない新たな出会いを体験してもらいましょう。
「聞く」
住民との会話や田園地帯ならではの音（農機具の音、虫の声、鳥のさえずり、小)||のせせ
らぎ、山から吹き降ろす風の音等）を聞く。
→目を閉じてみると普段では聞き落としているかすかな音が鮮明に聞こえ、都会では聞くこ
との出来ない新たな発見があります６また、地域の方言、言葉の温かさや人情に出会っても
らいましょう。
「触ｵしる」
農業体験、収穫体験を通して、士と触れ合う。ピオトープ、生態系水路、散歩道で自然と
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触れ合う。漆器体験、木工体験での木との触ｵb合い。
→手や足で画妾触れることで、菅谷ならではの新たな感触を体験してもらいましょう。
「かぐ」
士、木､植物、昆虫や畑で熟す野菜の香りをかぐ。
→都会での排気ガスのにおいと違う、自然豊かな地域のにおい、普段の食卓の熟しきってい
ない野菜のにおいとは違う、畑で熟す芳醇な香りを体験してもらいましょう。
「味わう」
地元の野菜、山菜など、香り豊かな食事を味わう。
→地元のお年寄りが代々伝えてきた家々独自の漬物や、地域で栽培したソバで打ったこしの
ある菅谷そばもぎたての野菜を味わってもらいましょう。
（｢平成15年度西谷地区活性化計画書j２００３：２７）
キーワード「五感」をもとに活i生化を進める上で必要な事業を、前期、中期、後期と三段階に
分けて位置づけているようだ６「西谷地区の施策」を参考に、菅谷での具体的事業や施設整備を説
明したい。
前期計画は、菅谷に人々を呼び集め伝統文化の見学や食の提供を行い、住民が都市住民と交流
することにより地域の活性化を図るための施設を整備することである。総合案内所兼食事提供施
設として「山ぼうし」が整備され、その運営のために「有限会社みやま」が設立された。
中期計画は、前期計画によって集落内の整備が終わり、訪れる人々に地域農業を体験してもら
う施設を整備することである。遊休農地の市民農園での活用、農作物づくりの実地指導がこれに
あたる。
後期計画は、訪れる人々が伝統文化を体験できる交流施設や西谷地区が誇る自然に触れる自然
環境施設を整備することである。「山里生活文化体験館」の整備、生態系調和型公園「ふれあい広
場」の整備、「山里体験簡易宿泊所」の整備がこれにあたる。
こうして、例えば周遊バス「お散歩号」に乗ってやってきた、山中温泉宿泊客が山ぼうしで昼
食をとり、帰りのバスを待つ間､生態系調和型公園や民芸品の販売や各種体験教室の行われる「山
里生活文化体験館｣､大杉のある八''１番|:申社､徳性寺というように散策するコースが出来上がるのだ。
また、リピーターや地域文化体験を目的とした滞在型宿泊者が｢山里体験簡易宿泊所｣に泊まり、
「山里生活文化体験館」で郷士料理や民芸品作りの体験、農作業体験、木地ろくろ挽き体験など
を楽しんでいくということも考えられる。「古民家を改装した“山里体験簡易宿泊所,では、菅谷
の食材を中心に使った夕食を振る舞えたらいいなと考えとるんです」（70歳代男性）と語るのを聞
くと、実現が待ち遠しくなった。
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図２事業の位置づけ
西谷地区活性化計画書
_LＬ 温泉宿泊客
日帰り観光客
観光客立ち寄り拠点施設整備
「山ぼうし」Ｈ１６（2004）
･郷土ｶﾞsl理や手打ちそば
･土曜朝市（4～12月）
･木地挽きろくろ体験コーナー
･加工品の製造販売
咄■､●■■●■■■■■■｡■■■■c●■■●■■①ｇｏ●●●●●■●●●曰舍ｓａ●●●■Ｂ●●□
|蘂 地区回遊の仕掛けづくり･総合案内所（山ぼうし）Ｈ１６（2004）･地区内の案内看板設置Ｈ1６（2004）
･名所施設案内標柱設置Ｈ1６（2004）
･休憩所（バス待合所）整備Ｈ1７（2005）
･木地工房等の見学受けＭＬＨ１８（2006）
一に一
一コ一
滞在型来訪客受け入れ拠点施設整備
「山里生活文化体験館」（仮称）Ｈ２０（2008）
・民芸品の製作と体験教室
．若い女性向け郷土料理教室
・卿曽など加工食品づくり教室
・農作物づくりの実地指導
「山里体験簡易宿泊所｣Ｈ２０（2008）
地区内の環境づくり
･生態系調和型公屋｜
(ふれあい広場）の整備Ｈ1９（2007）
･遊休農地の市民農園での活用Ｈ2０（2008）
･景観整備ガイドラインの制定Ｈ2１（2009）
･沿道建物の修景整備Ｈ2１（2009）
。１１Ｊ「
；滞在型宿泊客！
；近郊都市住民！
；リピーター
兜..…..….....…............................;
出所：「西谷地区活性化協議会事業計画i修正メモ」（20071013）
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表１活幽上活動内容年表
昭和3５（1960）頃（現メンバーの親世Ｉｆ）みどりグループ活動開始（現メンバー平均年齢70歳前後）
平成1２（2000）西谷地区での活|生化を構想
平成1２（2000）.２第一回活幽上推進委員会
平成1２（2000）３県農業総合研究センターにて平成11年度｢住民参加の夢づくり計画の発表会に参加
平成1２（2000）１０福井市殿下町にて町おこしの視察研修
平成1４（2002）第一回「コスモス祭」幌「ろくろの里祭｣）開催、以下毎年秋開催
平成1５（2003）菅谷町活幽上協議会立ち上げ６「平成15年度西谷地区活|生化計画書I作成
平成1５（2003）みどりグループに県から補助金の話が出る
平成１６（2004）観光客立ち寄り拠点施設「山ぼうし」整備
平成l6COO4）地区内の案内看板設置
平成1６（2004）名所施設案内標柱設置
平成1７（2005）休憩所（バス待合所）整備
平成1７（2005）１有限会社み§やま創立
平成1７（2005）.４「食彩館山ぼうし」オープン
平成1８（2006）木地工房等の見学受け入れ
平成1９（2007）生態系調和型公園（ふれあい広場）の整備「ろくろの里祭」で仮完成式典も
3.2山ぼうし「食彩館山ぼうし」「木彩館けやき」
山ぼうしは「ろくろの里総合案内所」として平成1６（2004）年に整備された。また同年に設置
された地区内の案内着や板名所施設案内標柱も山ぼうしのすぐ隣に立っている。当時空き家だっ
た古民家を山中町（鋤ﾛ賀市）が買い取り、菅谷町活性化協議会がそれを借り、改装して使って
いるため、山ぼうし自体は菅谷町のものではなく、加賀市のものだそうだ６立ち寄り観光客の飲
食、買い物を対象に、平成1７（2005）年４月にオープンした。そのため毎年４月は開店記念で１
～2割引きされていたり、粗品が進呈されるそうだ6本館である「食彩館山ぼうし」には総合イ
ンフォメーションの場、調理室、蕎麦打ち室、飲食のための和室、トイレ、野菜などの直売所が
あり、付属建物である「木彩館けやき」にはろくろ木地挽き体験所、「食彩館山ぼうし」で販
売される農産物加工品の加工場がある。「食彩館山ぼうし」は女性４人が交代で切り盛りしてお
り、けしず料理を目玉とした菅谷の食材を使った郷土料理や手打ちそばが振る舞われている。「け
しず>lsl理」とは胡麻とピーナッツの風味豊かな廿酸っぱいドレッシング状の液体「けしず」をか
けていただく料理のことで、昔から葛きり、ところてん、春雨などにかけて食べていたそうだ６
1１５
葬式や法事といった仏事には魚や肉が使えないため､酒の肴として｢けしず)ＩＳＩ理｣を食べていた。
そのため「けしず」をかけた葛きりのことを「さしみ」と呼んだりもしたという。郷士料理を提
供するにあたり、目玉となるメニューを考えたところ、この「けしず>'５１理」があがったの危私
もいただいたが、胡麻とピーナッツの風味が広がるさっぱりとした口当たりで本当においしかっ
た。ご馳走してくださった方は「地元のお年寄りなら誰でも好きだけど、若い観光客にもおいし
いと思ってもらえるかが不安だ］（70歳代男性）と言っていたが、ほのかな甘みとさっぱりとした
味はもちろん、健康ブームといえる昨今、葛きり・胡麻・酢という食材からも若い女性にうける
のではないだろうか。山ぼうしで提供している郷士料理には、可能な限り菅谷町で採れた食材が
使われている。他で食べるものに比べて、野菜の甘みが断然違うと感じた。
販売されている加工食品には、笹餅、柿の葉寿司、ニシンの麹漬、そばかりんとうなどがある
が、餅や寿司は一日しかもたないため、漬物のような日持ちする食品も増やすなど、加工品の幅
を広けることが課題となっているそうだ6野菜の直売所は４月～12月まで朝市と無人販売があり、
みどりグループの野菜が売られている。私が見る限り、どのスーパーにおいてある野菜よりも立
派で色も鮮やかでおいしそうなのに、スーパーの特売価格くらいの安価で売られていた。福井か
ら買いに来るのもうなずける。
木地のろくろ挽き体験は予約制となっており、予約のあるときだけ、お願いしてある３名の現
役木地師が駆けつけてくれるそうだ６仕事の合間に来てもらうのだが、そんなに高い報酬を出せ
るわけでもないため、半分ボランティアの気持ちで協力してもらっているという。町全体の活性
化に貢献するか、個人の利益か、そんな問題が垣間見えた気がした。
平成1７（2005）年には周遊バス「お散歩号］のバス停留所ができ、山中温泉から西谷地区の観
光名所などを回るこのバスに乗って、多数の観光客が訪れている。また、夏の問は旅館にレンタ
ルサイクルが設置されるため、自転車で周遊している観光客が立ち寄ることもあるという。北陸
自動車道の整備によって、福井からの車客も増えたそうだbこの山ぼうし、平成ｌ７ＣＯＯ５）年の
開店以来一度も赤字を出していないという。
バスの停留所にはなっているが、観光客はお昼を食べるだけで、他に時間をつぶすところが無
いのが現状だ６平成1９（2007）年に生態系調和型公園「ふれあい広場」もできたが、まだピオト
ープにはなっていない。今後は、ピオトープ作りや、民芸品を販売したり郷士ｵsl理が体験できた
りするような「山里生活文化体験館」を整備し、八幡神社、徳性寺と「食彩館山ぼうし」を結
ぶ散策コースを作って行くことが課題だそうだ
３３有限会社みやま
総合案内所兼食事処山ぼうしの事業運営のためにつくられたのが、有限会社みやまである。組
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織形態はなんでもよかったのだが、活動の幅を一番広げられるのは「有限会社｣だろうというこ
とで、平成1７（2005）年１月に設立された。名前の由来は、菅谷の大杉の裏山「みやま（見山)」
からだそうだ。山中町（鋤ﾛ賀市）に提出された設立趣意書から、設立の目的を－吝陵記を変え
て抜粋したい。「当会社は、ただ単に営利を求めることを目的とは考えていませんｂ山中町より菅
谷町の中心にある民家（山ぼうし）をお借りしたり、県や国の補助を受けたりして、菅谷町活性
化として、農林畜産物の生産および加工品の販売、地区内回遊見学の総合案内等で貢献すること
を基本方針としますｂこの他に木地挽きろくろの体験や郷土料理､手打ちそばなども提供しつつ、
将来的には､農林蓄業と工芸が融合した新しい農村･観光地作りにより、地区全体が活気を取り戻
し、潤いがあり、糯申的にも経済的にも豊かになっていくことにも貢献していきたいと考えてお
ります］侑限会社みやま設立趣意書平成１６年10月１日)。このように、有限会社みやまは、
地域活性化活動の一端を担う組織として設立され、菅谷町活性化の－事業である「山ぼうし」の
運営のみに力を注いでいる。有限会社みやまを設立することで県から補助金を受け取ることがで
き、山ぼうしの整備に必要な資金のうちl/3は県からの補助金、１８は菅谷町から、１/3は62人の
出資者による出資金540万円から出ており、冷蔵庫など、山ぼうしの設備をそろえるために使わ
れたそうだ。
社長、副社長、専務、会計、理事といった役職があり、月に２回「執行部会」として５人の取
締役のみの話し合いが行われ、月に１回「役員会」として５人の取締役と８人の出資者（その内
半分は従業員を兼ねているそうだ）の話し合いが行われている。また、１２月の決算から２ケ月以
内に畉主総会」が開かれるそうだ。「食彩館山ぼうし」と「木彩館けやき」にある加工場の
従業員はそれぞれ別に雇われており、５４～77歳の男女が働いている。加工場は朝５時半もしくは
６時から８時までが就業時間であり、朝食までに仕事を済まして帰っていくそうだ6従業員と出資
者は重複していることも多く、ボランティアの気持ちをもって低賃金で働いてもらっていると聞
いた。
有限会社みやまができで、何かいいことがあったかという質問には、定年退職後の雇用対策に
なること、定年退職後も働けるため地域の購買力が向上すること、みどりグループや出資者、従
業員といった地域住民からの材料調達によって、会社の利益を地域に還元できること、孫にﾉ｣遣
いをやれることなどの答えが返ってきた。中でも多かったのは、「孫に｡遣いをやれて嬉しい」と
いう言葉だった。こういう身近な喜びから、心にゆとりが生まれたり、元気になったりして町全
体が活気づいてゆくのではないかと感じた。
では逆に悩みはないかという質問には、すぐそばに時給も高い職場があること、雇用主と従業
員としての人間関係が難しいことという答えが返ってきた。菅谷町は山中温泉に隣接しているた
め、観光客を呼び込んで地域活性化を図る上では有禾|｣かもしれない。しかし温泉旅館が密集して
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おり、旅館の方が給料もいいため、有限会社みやまの従業員を集めるのには苦労するそうだ６ま
た、地元住民のみの会社であるため、雇用主と従業員という意識がどうしても低くなってしまう
らしく、社内関係とご近所づきあいの兼ね合いが難しいという。会社内では上下関係があり、時
には叱ったり指導したりということが必要だが、会社の外では「ご近所さん」であり、会社とは
別の関係があるため、その関係を会社内でも引きずってしまうのだ。すると、しっかり指導すべ
きところでもきつく叱ることが出来ないから中途半端な指導になってしまったりするらしい。「旅
館に行かず有限会社みやまに来てくれた」「協力してくれた」という背景も、同じような効果をも
たらすような気もする。しかし、有限会社みやまの場合はこれでもいいのではないだろうか。有
限会社みやまの目的は利潤の追求ではなく、「地区全体が活気を取り戻し、潤いがあり、精神的に
も経済的にも豊かになっていくこと」だ６住民全員が地域活|生化活動に賛同し、積極的に参加し
てくれることが一番望ましいが、そうなるまでは、町内での関係も大事にしつつ、会社の運営に
支障がない程度に「楽しい仕事」「楽しい活動」であってもいいと思う。そうしているうちに、地
域活幽上活動の良さ、重要さに気づき、自発的にがんばるようになってくれる……というのは
楽観的すぎるだろうか。
3.４みどりグループ
昭和3５（1960)年頃、「母ちゃん農業」になり、農業技術向上のため女性が集まったのが始まり
である。ちょうど現メンバーの母親の時代だという。
平成１５（2003）年、県から補助金の話が出たが、県から男性もメンバーに入ってほしいと言わ
れ、女性13名に後藤さん含め８名の男'性メンバーが加わり計21名に。するとリーダーも男`性が
いいということで、急３重男性新メンバーの－人がリーダーをすることになったのだという。もと
もと正式なメンバーではなく、幽霊メンバーとして名前を貸すだけのはずが、リーダーまでやる
ことになったため｢俺たちや、あんとき編されたよなあ」（70歳代男性）と今では笑い話になって
いるそうだ６その後、道具をしまうための倉庫を買ったり、みどりグループとして農業に必要な
ものを買うたびに県に申請すると、その費用を補助してもらえるそうだ６ただし、申請が遅いと
補助してもらえないこともあり、今年のナスの防風ネット代は補助金がもらえなかったらしい。
今年度予算から出せないなら、来年度に来年度予算から出してくれればいいのに、と思い、そう
いうことはできないのだろうかと訊ねると、「"申請が遅かったからもうだめです，，っていわれて、
ああそうですかって帰ってきてしまったわ」（70歳代男性）と言っていた。これが所謂「お役所仕
事」というやつだろうか。「男』性メンバーが必要」だとか、「申請が遅いから補助金出せない」だ
と力言ってないで、少しくらい融通を利力せてくれてもいいではないか。ニュースで多数報道さ
れているように、あんなに簡単に横領したりできるなら、「今年度の予算には間に合いませんが、
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来年度予算から出せるようにしますね。その分お渡しするのは少し遅くなってしまいます
が……」くらいしてくれてもいいと思うのだが。
メンバーが集まる機会としては、毎月３日の夜公民館で会合があり、次はどんな野菜をつくる
か話し合ったりするそうだ６また年に3～4回、県の農業改良普及部にて新しい野菜の栽培方法な
どの勉強会が開かれる。１月には総会という名目で新年会があったり、ご苦労さん会として８月頃
メンバーで食事に行ったりもするらしい。
みどりグループは加入する時に一人１万円の出資金を受け取っており、この１万円はみどりグ
ループを抜ける時に返金される。畑は、個人の畑とみどりグループの畑があり、個人の畑ででき
たものは、みどりグループの直売所で個人の売り上げとして計上され、みどりグループの畑はメ
ンバーが交代で耕し、みどりグループの売り上げとして計上される。一昨年まではみどりグルー
プの利益をほぼ単純にメンバーで均等に割っていたそうだが、みどりグループの畑をたくさん耕
せる人と、たまにしか来れない人がいて不公平だということで、去年からタイムカード制度が導
入された。１２月締めで、利益から来年の肥料．苗代などを引いて、残った利益をタイムカードを
もとに分配していくそう箔
栽培しているのは季節によっても違うが、もち米、菅谷のものはおいしいと評判のサトイモと
ナスの他、ジャガイモ、トマトカポチャ、ハクサイなど様々である。菅谷町のサトイモは「赤
いも」と呼ばれる種類であり、皮ごと炭焼きしたものを食べたが、皮はパリッと中はとろりとし
ていておいしかった。山ぼうしでは芋茎を使った小鉢が出てきたが、シヤクシヤクした食感がな
んともいえずお気に入りの一品となった。いろんな野菜を栽培しているが、－押しは「みやま菜」
という聞きなれない野菜だそうだｂ福井県勝山市から嫁入りしてきた人が持ってきた｢勝山水菜」
の種が､菅谷の他の野菜の花)粉と自然交配して出来上がった､ここにしかない独特の野菜である。
もとは勝山水菜」だが、今ではまったく別の野菜になっているため、県から「"みやま菜，とし
てブランド化しましょう」と勧められたのだそうだ６旬は春頃なので食べられなかったが、みど
りグループの方にお話を聞くたびに「"み$やま菜,，がおいしいよ」と勧められた。
みどりグループのおいしい野菜が手に入るところは結構多い゜山ぼうしでの朝市や直売所、Ａ
コープ山代店・山fld告梗ヶ丘店､道の駅ゆけむり健康村、山中座での朝市「湯座屋市｣、そして注
文があれば旅館にも出荷するそう箔もち米や野菜など、山ぼうしでの)lsl理の材料も、みどりグ
ループから有限会社みやまが買い取っている。
みどりグループの活動をしていて良かったのはどんなことか質問すると、孫に何か買ってやilL
る、年寄りが元気になったと返ってきた。ある人は、「趣味で家庭菜園やってて、みどりに入る前
は余ったら捨ててたけど、今はこうしてちょっとした小遣い稼ぎになる。うちの野菜食べてくれ
た人が“おいしかったよ”って言ってくれると嬉しいしね。仕事も定年になってずっと家にいた
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んじゃ気が詰まるけど､みどりの活動で外に出て話したり､畑仕事したりすると元気出るよね｣(６０
歳代男性）と語ってくれた。
‘悩みを聞くと、若い人が入ってこないこと、人員不足という答えが返ってきた。そのため平均
年齢も、もしかすると７０歳を超えているかもしれないという。菅谷町活性化協議会や､有限会社
みやまのメンバーと重複する人も多いそうだ６
4．行事レポート
本節では、地域活l生化活動の一環として行われる２つの祭、「納涼の夕べ」と「ろくろの里祭」
の内容や、実際に祭を体験してみて感じたことを記述したい。
4.1「納涼の夕べ」レポート
2007年８月５日１８時から「納涼の夕べ｣が山ぼうし駐車場にテントを構えて行われた｡私が到
着したのは､祭が始まる少し前､準備は大体整ったが､まだ人があまり集まっていない頃だった。
同じ文化人類学研究室メンバーのうち2,3人が準備のお手伝いに行っており、みどりグループや
有限会社みやまの方とすっかり仲良くなっていた。私は別の聞き取り調査で準備のお手伝いに行
かなかったため、彼女らに便乗して、みどりグループのテントで売り子のお手伝いをさせてもら
うことにした。すっかり仲良くなっていた彼女らがうらやましかったのである。あとから来た私
にも気さくに話しかけてくれ､紫蘇ジュースをご馳走してくれた｡菅谷の人々は皆あたたかいb｢納
涼の夕べ｣は菅谷町地域活性化協議会ではなく山ぼうし主催の祭なので、企画運営は有限会社み
やまが行うのだそうだ６訪れる人々は皆顔見知りのようで、菅谷町住民のためのお祭なのかな、
という感じがした。
私のいたテントでは、野菜や紫蘇ジュースが売られていた。初めて飲んだが、紫蘇ジュースは
本当においしくて、思わず買ってしまった。買いに来る人も試飲して、「おいしい！うちでも作る
んだけど、ちょうどいい甘さにならないのよ」「いつもどれくらい砂糖入れてるの？」「ええと
ね……」と、若いお母さんが紫蘇ジュースの作り方を相談していた。あの絶妙な甘みと酸味に
は、きわどい配分があるに違いない。一緒に売っていたスイカもあっという問に売り切れてしま
った。大玉スイカの1/８と思われるが、あの巨大さで100円は格安である。しかも甘い。スイカで
すっかり水っ腹になったところに、焼き鳥が運ばれてきた。先生が私たちにおごってくれたよう
だ６鶏肉はやわらかく、焼き加減も最高である。甘いのもしょっぱいのも堪能して、すっかり満
足したところに、なんと手打ちそばがやって来た。先生が何杯か購入したあとに山ぼうしの方が
ご馳走してくれたため、一人一杯以上あるという。手打ちそばは。シが違う。冷たいおろしそば
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を一杯半もおいしくいただくと、今度はつきたてのお餅がもらえるのだという。私がそばを食べ
ている間に、子どもたちが列を作って一生懸命杵を振るっていたお餅だｂおいしくないわけがな
い。長い列に加わると、笹の葉が渡され、その上にお餅を乗せてくれる。なんとも粋な振る舞い
方箔
みどりグループの隣は、山ぼうしのテントで、ナスのからし漬や柿の葉寿司、そばかりんとう
などの加工品が置いてあったが、餅を食べる頃にはそれらも売り切れていた。別のテントでは青
年部だろうか､若いお兄さんたちがビールや日本酒､焼き鳥、フランクフルトを売っていて、「フ
ランクフルト買ってってよ」と誘われたが、餅まで平らげた私のお腹に入る余地はなかった。
いつの間にか駐車場は人でいっぱいになっており、お酒も入って盛り上がっていた。笑い声が
響く駐車場とは対照的に、大人気の手打ちそばに携わる人々は犬|亡しだ６そういえばさっきから
おいしい思いをしてばかりだ６スイカを売る以外、なんの役にもたってなかった私は、手打ちそ
ばの整理券配りのお手伝いを始めた。そばが売り切れて、それもすぐ終わってしまったが、代わ
りにピンゴゲームが始まった｡成り行きでピンゴゲームを仕切ることになり､－人は司会を務め、
一人はビンゴを回し、私は記録係をやらせていただいた。お酒も入っているためか、会場は意外
にも大盛り上がりでうれしくなる。そのあと子供たちに花火が配られ、なぜか私たちまでいただ
き、久しぶりに花火を楽しんだbそれで一気に距離が近くなった男子学生と小学生の男の子たち
は大はしゃぎで駆け回っていた。帰る時間になっても名残惜しいのか、車にわらわらと子どもた
ちが集まり出発できない。子どもたちをなだめ鎌し、編し編しで何とか安全に出発したが、しば
らく追いかけてきてくれた姿は本当に可愛かった。
4.2「ろくろの里祭」レポート
2007年11月１８日「ろくろの里祭｣が菅谷会館前広場にて10時から始まった｡生態系調和型公
園「ふれあい広場」の仮完成式典がはじめに行われたそうだが、私がついたのは10時半だったた
め､式典を見ることはできなかった。「ふれあい広場｣は｢ふれあいセンターみやま」の隣にあり、
まだ水は流れていなかったが水車がある、きれいな庭のようなところだ６今後可能ならメダカや
ドジョウ、ホタルの棲む広場にしていくのだそうだ。
2007年で６年目のこの祭は、平成1４（2002）年から「コスモス祭」という名で始まった。当初
はコスモスが植えられた橋のそばの道路沿いにて開催されたが、今は菅谷会館前広場に移ってい
る。寒かったので、まず無料で振る舞われている豚H-をいただく。同じテントで食べていた男性
に「あっちのそばもうまいよ」と勧められた。山ぼうしの手打ちそばだbもちろん私もお昼にい
ただいた。山ぼうしもテントを出しており、そばと加工品を販売していた。「ろくろの里祭」は菅
谷町活卜生化協議会が主催であるため、町内会と一緒になって盛り上げる。婦人会は大鍋担当、総
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合受付担当、おにぎり担当……というように分かれており、私は総合受付のテントに座らせて
もらうことが出来た。天候が悪く、婦人会の方も「いつもはもっと大勢来てくれるんだけどね、
この雨じゃね」と残念そうだ６例年は菅谷だけでなく、他西谷地区からも大勢やってくるらしい
が、今年は菅谷からの来客も少なく、「いつもならすぐになくなるのに」と野菜を販売するみどり
グループメンバーも嘆いていた。初めて参加させていただいた私の目からは、観光客らしい若い
女性の立ち寄りも見られ､十分多くの人が訪れていたように思えたが､例年はこれ以上だそうだ。
悪天候のため菅谷会館の中にも出店があり、似顔絵、竹細工、絹の織物、招き猫などの漆器、栢
野大杉茶屋の草だんご、パン、酒類の販売が行われていた。会館の中心にはストーブが置かれて
いて、ストーブを囲んで談笑する場面も見られた。
婦人会のテントで場内アナウンスのお手伝いをしていると、おにぎりや焼き鳥をご馳走になり、
手打ちそばや焼きサトイモを食べて豚汁の御代わりをしていると、もう満腹である。すると、フ
ランクフルトや焼き里芋、焼き鳥、ビール、酒、ジュースを売っている青年部から声をかけられ
た。「フランクフルト買ってってよ｣。満腹なので食べられない。「納涼の夕べ｣の時と全く同じで
ある。青年部には悪いが思い出して笑ってしまった。珍しいものでは、明治頃まで親しまれてい
たが、戦後の食糧難の際途絶えてしまった菅谷の郷士料aE里“カタクリそうめん,，販売、鮎や岩魚
の塩焼きを販売するテントもあったが、タイミングを逃し食べることは出来なかった。
「ろくろの里祭」は「納涼の夕べ」とは違い、餅つきがあってピンゴゲームがあってという催し
物があるお祭ではなく、たくさんの出展者が集まり、訪れる人々をもてなすお祭のようだｂみど
りグループのテントでお話を聞かせてもらっていると、「今年は人も少ないし、売れないねえ。こ
の雨だし、もうそろそろ終わりかな」と、予定より３０分早い１４時半に、どのテントも片付け始
めてしまった｡私もその夜用事があったため｢ろくろの里祭｣の終了と同時に菅谷町を後にした。
5．考察
地域活性化活動に関わる人々からは、「孫に小遣いをやれて嬉しい」という喜びの声や、「あん
た活|生化の祭りやら見てどう思う？これからどうしたらいいけ？」（60歳代男性)など､活動を向
上させていこうという目的意識が感じられた。婦人会の方も「お年寄りが元気になったね」と言
っていたが、私の目からもやはり、お祭りで見たり話を聞かせていただいた方々は活き活きとし
ている。活性化の活動を｢仕方なくやっている」「本当はやりたくない」などという言葉は聞かな
かった。「孫に｡遣いをJFﾔｵしるから」「おいしいと言ってもらえると嬉しいから」「みんなと話しな
がら作業をするのが楽しいから」……動機は様々だが、それぞれが楽しんで活動しているよう
に`思える。完全に趣味でやっているわけではないのだから、面倒なことも大変なこともあるだろ
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う。しかし、活幽上活動をやっていて嫌なことや悪いことはない力訊ねても、返答に困らせてし
まうということは、面倒ごとを凌ぐやりがいや楽しさがあるのではないだろうか。何もせず、た
だごろごろしている日が続くと、無気力になり、体が重くなり、次第に体調も悪くなってくる。
外に出て、活i生化の活動の中で人とふれあい、会話をし、また活動の成果が自分に返ってくると
いう生活は、家でどんなにゆっくりしているよりも健康的で、幸せを感じる機会も増えるのでは
ないだろうか。
もちろん悩みがないわけではなく、地域活性化活動に賛同する人々とそれ以外の人々との間の
温度差、人手不足、若者の不在といったことが浮かび上がってきた。西谷地区には３０歳代、４０
歳代の若い世代も住んでいるが、なかなか地域の活|生化というものに関心を寄せてもらえないそ
うだ６高齢化や過疎化が進めば生活に必要な施設、便利な施設がなくなり、生活に困るはずだb
せっかくの士地も手入れをしなければ道路を雑草が覆い、農作物の害虫の温床となるだけだ６し
かしながら、若者だけでなく、生活に困るようになったらどこか別のところへ移り住めばいいと
いう考えの人もいるという。町内会の行事には多くの住民が参加するが、地域活卜生化のこととな
ると限られた人しか参加しない現状がある。「"やりたいもんだけやりやあいい，,という考えがあ
るのかも知れんね」（70歳代男性）と、活性化活動に携わる方は寂しそうに語っていた。けれども
私の聞き取り調査では、活|生化活動に関わる人々からは楽しさとやりがいを感じるコメントが返
ってきた。ならば、どのような活動をしているのか、それによってどんな体験ができるのか、そ
れを知らせることができれば、賛同を得ることも可能になってくるのではないだろうか。話を聞
かせていただいた方も同じことを考えていて、「今は定期的な集まりはないけど、２，３ケ月に１
回でも菅谷町活性化協議会で定期的に集まって、定期集会のことを有線放送で流したりして、頑
張っていることを町民に知ってもらえたらなあ」と話していた。
今回調査をしてみて、この活動は､“住民による""住民のための,,地域活性化活動であると深く
感じた。施策の中には収益を得たり、観光客を呼び込むものも多いが、決してそれ自体が目的な
のでははく、その活動を通して住民の心を温め、より住みよい町にしていくことが本来の目的な
のだ６「孫に小遣いをやれる」「おいしいと言ってもらえると嬉しい」「みんなと話しながら作業を
するのは楽しい」など、菅谷町活Ｉ生化協議会の目的にもあるように“精神的にも豊が，になり、
観光客が訪れることでいくらかの収益も得られ、`経済的にも豊が，になれれば、日々の生活はま
すます楽しく、活き活きとしたものになるはずだ６地域活性化の活動が盛んな土地へ視察へ行っ
てみて、「仕事よりも活|Y生化の活動に熱を入れるような“ぱが,が必ず4,5人いる」（70歳代男性）
ということも聞いた。そういう人から少しずつその熱が伝播し、住民全体に広がっていく。菅谷
も、いや、西谷地区もぜひ、そうなっていって欲しい。
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6．おわりに
西谷地区では、目標に向かって精力的に活動をしているお年寄りとたくさん出会った。そのた
びに、「なんてかっこいいおじいちゃんおばあちゃんだろう！」と思う。私の地元は地域活|生化活
動どころか、町内会の活動も少ないところだ６けれども、菅谷町の地域活性化活動に触れるうち
に、私の中にも地元への愛着心が湧き上がってきた。思えば、故郷の自然や人々から多くを学ん
で育ってきたのだbその故郷が元気をなくしているならば、私がもらった分だけ返しきれないだ
ろうけど、故郷に返したい、故郷を守りたい。地域活性化活動とは、こういうことだろうか。
高齢社会だ､介護不足だと叫ばれる今の日本｡菅谷町のお年寄りの元気さを見ていると、「地域
活性化活動があれば介護いらず」なのではないかとさえ思えた。
この報告書を作成するに当たってお世話になった西谷地区の皆様、とりわけ補充調査で何度も
お世話になった菅谷町の人々に、心から感謝の気持ちを伝えたい。もう一つの私の故郷なのでは
ないかと思うくらい温かく接していただき、ありがとうございました。
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